


前期 単位 後期 単位

通年 単位

前期 単位 後期 単位

通年 4 単位

〇

A評価

B評価

C評価

D評価

69 総まとめ

33 脚部保護とリスク管理

34 接触理論(拳とハミの関係）

35 コンフォートゾーンの理解

36 騎手の基本姿勢

37~42 騎座

49 前進気勢の作り方

50 ハミ受けの理論

51 半減却の理論

43 拳の独立性

44 脚の作用原理

45~48 扶助

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ホースプロコース

31 鞍の構造と騎乗への影響

32 馬装の適合性チェック

実施期

1年

授業単位合計 4 単位

2年

科目名 騎乗理論2 必修・選択必修の別 必修

授業概要

本授業では、騎乗理論Ⅰで学んだ基礎知識を踏まえ、より高度な理論を習得す

ることを目的とする。馬の運動メカニズム、扶助の精度、バランスの取り方な

どを専門的に学び、実際の騎乗において応用できる理解力と判断力を養う。特

に、馬との調和を重視した乗り方や、課題解決型のアプローチを理論的に分析

する力を高めることで、騎乗技術の向上を図る。

授業形式 講義

到達目標

1. 馬の運動メカニズムや騎乗理論について理解し、説明することができる。

2. 扶助やバランスの重要性を理解し、騎乗における基本的な判断ができる。

3. 騎乗時の課題を理論的に分析し、改善の方向性を考えることができる。

4. 理論で学んだ内容を実際の騎乗に結び付けて考えることができる。

担当講師

千葉 千尋

実務経験 有         乗馬指導者資格有。

2 馬の本質的特性（習性・行動・学習理論）

3 サラブレッドの特性

4 個体差の理解

教科書・教

材・服装等

乗馬安全マニュアル / 乗馬指導者の心得と基礎馬学 / 乗馬指導者資格ガイドブック / LET'S

ENJOY RIDING /人馬の基礎訓練 / 日本馬術連盟 競技会関連規定集 / 馬事・馬術用語事典 / プ

授業計画 授業内容

1 オリエンテーション

15 馬体構造（筋肉）

16 肢勢とバランス

17 コンディション評価

5 個体識別と馬体観察

6~13 人間と馬の関係性

14 馬体構造（骨格）

21 フットバランスと故障

22 循環器と運動

23 呼吸器と運動能力

18 練習馬の教育段階

19 蹄の構造と機能

20 装蹄理論と運動への影響

28 疲労と回復理論

29 馬具の構造と目的

30 ハミの種類と作用

24~25 消化器とパフォーマンス

26 運動器(推進力の発生）

27 運動器(背中の使い方）

成績評価基準

出席率90～100％、定期試験・小テストが平均点以上、平常点が優れている

出席率80～90％、定期試験・小テストが平均点やや上、平常点が標準

出席率50～80％、定期試験・小テストが平均点程度、平常点がやや不足

C評価の基準を満たしていない場合

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験
・定期試験や小テスト 実技試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

55 伸⾧と収縮の理論

56 真直性の概念

57 内方姿勢の理論

52 全減却と停止

53 移行

54 透過性の概念

68 定期テスト対策

62~63 毛刈り

64~65 トリミング

66~67 まとめ

58 円運動の物理的理解

59 二蹄跡運動の基礎

60~61 保定



前期 単位 後期 単位

通年 単位

前期 単位 後期 単位

通年 3 単位

1
2
3 ～ 11

12 ～ 13
14

1
2
3 ～ 12

13 ～ 14
15

○

A評価
B評価
C評価
D評価

成績評価基準

出席率100％・定期試験や小テスト100点・平常点 優れている
出席率99～90％以上・定期試験や小テスト99～90点以上・平常点 普通
出席率89～80％以上・定期試験や小テスト89～80点以上・平常点 やや劣る
C評価の基準を満たしていない場合

実施期

1年

授業単位合計 3 単位

2年

成績評価方法
・出席率

定期試験
筆記試験

・定期試験や小テスト 実技試験
・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実施しない

概要・伸縮テープを触ってみる・カットしてみる
テキストに沿って実際にテーピングしてみる
テーピング・振り返り・CKTTテスト対策
CKTTテスト（前期定期試験に充てる）

ebookダウンロード・教材確認・テープ説明
概要 ヒト用テープとの違いを感じてみる
テキストに沿って実際にテーピングしてみる（実馬を使っての講座が望ましい）
振り返り
ホーステーピング座学・実技まとめテスト

後期

教科書・教

材・服装等

キネシオテーピングトレーナー養成講座ワークブック（ebook）ハサミ

講習内容によってはTシャツ短パンが望ましい場合もある。

授業計画 授業内容

前期
ebookダウンロード・教材確認・テープ説明

授業概要

競技馬、競走馬、練習馬それぞれに状態にあったタイミングや、どのような手

法のテーピングが適切か見立て、施術が出来るように学ぶ。

人のテーピングではキネシオテーピング協会認定のCKTTライセンス取得を目指

し対策も授業で行います。馬のテーピングは座学、実技の受講認定証を発行。

授業形式 講義

到達目標 人馬の筋肉や皮膚の状態を判断し、適切なテーピングが出来るようになる。CKTTライセンスの取得

担当講師

キネシオテーピング協会(青野 菜名)

実務経験 有

施術：馬のテーピング、人のテーピング。

講座：馬、人の認定講座、企画講座実績あり。2022年は韓国でのテーピング講座も開

催。

科目名 ホーステーピング 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）
学科名 動物管理科 コース名 ホースプロコース



前期 単位 後期 単位

通年 単位

前期 単位 後期 単位

通年 7 単位

〇

A評価

B評価

C評価

D評価

科目名 動物管理実習2 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ホースプロコース

実施期

1年

授業単位合計 7 単位

2年

担当講師

千葉千尋 / 郷原恵子 / 丸尾優菜

実務経験 有         乗馬指導者資格有。

授業概要

1年次の動物管理実習を基に、馬の心身の健康管理に関する基礎的知識および

技術を体系的に習得し、日常的な観察・記録を通じて異常の早期発見能力を養

うとともに、馬との信頼関係の構築に必要な対応力と、安全かつ効率的な作業

手順を実践的に修得することを目的とする。

授業形式 実習

到達目標

1. 馬の日常的な観察を行い、健康状態を記録・評価できる。

2. 馬の行動や身体状態から異常の兆候を早期に発見できる。

3. 馬と適切に接し、信頼関係を構築するための基本的な対応方法を実践できる。

4. 馬の取り扱いにおいて、安全かつ効率的な作業手順を理解し実践できる。

5. 実習で得た観察結果をもとに、健康管理に必要な基本的対応を判断できる。

6. 馬の心身の健康管理に関する基礎知識（生理・行動・飼養管理）を説明できる。

教科書・教

材・服装等

乗馬安全マニュアル / 乗馬指導者の心得と基礎馬学 / 乗馬指導者資格ガイドブック / LET'S

ENJOY RIDING /人馬の基礎訓練 / 日本馬術連盟 競技会関連規定集 / 馬事・馬術用語事典 / プ

リント

授業計画 授業内容

1 オリエンテーション

※乗馬に関する知識・技術の習得は、個々の経験に応じて進めるため、学生ごとにカリキュラムの順序や内容が異なる場

合があります。学習内容はシラバス記載の範囲に限らず、実践を重視した柔軟な構成となっています。

成績評価基準

・出席率

定期試験

筆記試験

・小テストや実技試験 実技試験

・平常点 実施しない

出席率90～100％、実技試験・小テストが平均点以上、平常点が優れている

出席率80～90％、実技試験・小テストが平均点やや上、平常点が標準

出席率50～80％、実技試験・小テストが平均点程度、平常点がやや不足

C評価の基準を満たしていない場合

2～222

動物管理実習シラバス内容の厩務作業の実践

（環境整備/馬房掃除/飼料・飲水の管理/繋留/保定/馬の手入れ/手入れ道具の管理/馬装/馬具の手入れ・管

理/健康管理/ワクチン管理/蹄の管理と装蹄/毛刈りとトリミング/たてがみと尾の編み方/調馬索運動/馬の調

教方法/馬輸送/馬着）

223 総まとめ

成績評価方法



前期 単位 後期 単位

通年 単位

前期 単位 後期 単位

通年 12 単位

〇

A評価

B評価

C評価

D評価

科目名 選択演習（騎乗専攻、厩務員専攻） 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ホースプロコース

実施期

1年

授業単位合計 12 単位

2年

担当講師

千葉千尋 / 郷原恵子 / 丸尾優菜

実務経験 有         乗馬指導者資格有。

授業概要

本授業は、将来の進路に応じて「騎乗専攻」「厩務員専攻」のいずれかを選択

し、より専門的かつ実践的な能力の習得を目指す。

騎乗専攻では、基礎騎乗技術のさらなる定着を図るとともに、応用的な操作技

術や馬の個体差に応じた騎乗法を学ぶ。基本歩法の正確なコントロール、なら

びに扶助の使い分けやバランスの調整力を高める。また、調教補助や馬の状態

観察を通じて、馬との関係性を築きながら的確な判断力と実践力を養う。ライ

センス取得を視野に入れ、各学生の習熟度に応じた段階的なトレーニングを実

施する。また、乗馬初心者への指導を通じて、指導者として必要な観察力・判

断力・伝達力を養う。学生同士の模擬指導や、実際の指導現場での演習を重ね

ることで、「教える力」を身につけ、将来インストラクターや教育的立場を担

うための基礎力を高める。

厩務員専攻では、厩務作業全般の知識と技能を深め、厩舎環境の維持管理・飼

養管理・健康管理を中心とした実務的な力を養う。馬の行動や体調の変化を的

確に捉える観察眼と、異常時の報告・対応力も重視する。将来的に厩務員や飼

養管理担当として即戦力となることを目指し、職業人としての責任感と安全意

識も育成する。

授業形式 実習

到達目標

【共通到達目標】

1. 馬の特性を理解し、安全に取り扱うことができる。

2. 馬の状態を日常的に観察し、異常の早期発見と適切な報告ができる。

3. 馬との適切な関係を築き、責任ある行動ができる。

【騎乗専攻 到達目標】

1. 基本歩法を理解し、安定した騎乗操作ができる。

2. 馬の状態や個体差に応じた騎乗を実践できる。

3. 初心者への基礎的な騎乗指導を行うことができる。

【厩務員専攻 到達目標】

1. 馬房清掃、給餌など基本的な厩務作業を実践できる。

2. 飼養管理や健康管理の基礎を理解し、日常管理を行うことができる。

3. 厩舎作業において安全意識と責任感を持って行動できる。

2～387
【騎乗専攻】騎乗トレーニング１シラバス内容の総実習

【厩務員専攻】動物管理実習２シラバス内容の総実習+１回/週の騎乗練習

388 総まとめ

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・小テストや実技試験 実技試験

・平常点 実施しない

教科書・教

材・服装等

乗馬安全マニュアル / 乗馬指導者の心得と基礎馬学 / 乗馬指導者資格ガイドブック / LET'S

ENJOY RIDING /人馬の基礎訓練 / 日本馬術連盟 競技会関連規定集 / 馬事・馬術用語事典 / プ

リント

授業計画 授業内容

1 オリエンテーション

※乗馬に関する知識・技術の習得は、個々の経験に応じて進めるため、学生ごとにカリキュラムの順序や内容が異なる場

合があります。学習内容はシラバス記載の範囲に限らず、実践を重視した柔軟な構成となっています。

成績評価基準

出席率90～100％、実技試験・小テストが平均点以上、平常点が優れている

出席率80～90％、実技試験・小テストが平均点やや上、平常点が標準

出席率50～80％、実技試験・小テストが平均点程度、平常点がやや不足

C評価の基準を満たしていない場合



前期 単位 後期 単位

通年 単位

前期 単位 後期 2 単位

通年 単位

〇

A評価

B評価

C評価

D評価

授業概要

ホースプロコース2年生が、動物飼育コースの学生に対して、厩務作業および

騎乗に関する基本的な手順や安全管理上の留意点を指導する機会を設けること

で、馬に関する自身の理解を再確認するとともに、他者に教えるという実践的

な経験を通じて、指導者としての視点を養う。また、指導の過程においては、

相手の習熟度や反応に応じた伝え方・関わり方を工夫する力を育成し、将来の

現場で求められる実践的な指導力および対人コミュニケーション能力の向上を

図る。

授業形式 実習

到達目標

1. 厩務作業および騎乗に関する基本的な手順や安全管理を理解し、適切に説明できる。

2. 相手の習熟度に応じて、分かりやすく指導することができる。

3. 指導経験を通して、自身の技術や知識を再確認し、実践力を高める。

4.指導場面において、適切なコミュニケーションと安全配慮を実践できる。

科目名 指導者トレーニング 必修・選択必修の別 必修

担当講師

千葉千尋 / 郷原恵子 / 丸尾優菜

実務経験 有        乗馬指導者資格有。

実施期

1年

授業単位合計 2 単位

2年

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ホースプロコース

2～4 馬の本質的特性

教科書・教

材・服装等

乗馬安全マニュアル / 乗馬指導者の心得と基礎馬学 / 乗馬指導者資格ガイドブック / LET'S

ENJOY RIDING /人馬の基礎訓練 / 日本馬術連盟 競技会関連規定集 / 馬事・馬術用語事典 / プ

リント

授業計画 授業内容

1 オリエンテーション

※乗馬に関する知識・技術の習得は、個々の経験に応じて進めるため、学生ごとにカリキュラムの順序や内容が異なる場合

があります。学習内容はシラバス記載の範囲に限らず、実践を重視した柔軟な構成となっています。

※以下の授業内容は、指導者の指導のもと、学生が主体となって実施する指導内容として設定しています。

27～29 厩務作業（無口頭絡の装着）

35～37 厩務作業（繋留）

5～15 厩務作業（馬房掃除）

16～26 厩務作業（飼料・水の給餌）

38～48 厩務作業（馬の手入れ）

54～62 厩務作業（馬装）

30～34 厩務作業（曳き馬）

81～83 練習

84 総まとめ

49～53 馬の蹄と装蹄

63～80 騎乗

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・小テストや実技試験 実技試験

・平常点 実施しない

成績評価基準

出席率90～100％、実技試験・小テストが平均点以上、平常点が優れている

出席率80～90％、実技試験・小テストが平均点やや上、平常点が標準

出席率50～80％、実技試験・小テストが平均点程度、平常点がやや不足

C評価の基準を満たしていない場合



前期 単位 後期 単位

通年 単位

前期 単位 後期 5 単位

通年 単位

○

Ｒ評価

F評価

科目名 業界インターンシップ 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ホースプロコース

実施期

1年

授業単位合計 5 単位

2年

担当講師

各企業様

実務経験 有 各企業現場指導者様

授業概要
動物病院やペットショップ、動物関連施設にてインターンシップを行い、現場

のサービスを学ぶ。 授業形式 実習

到達目標 動物関連企業等で実践業務を学び、知識の向上を図る。

教科書・教

材・服装等
無し

授業計画 授業内容

1～150 各企業での施設の見学、各企業の接客ルールやマナーの習得。

店舗での実践的な実習。

３つの企業をそれぞれ７日間程度インターンシップを行う。

成績評価基準
100時間以上のインターンシップ実績があること。実習手帳、レポートを提出した者

R評価の基準を満たしていない場合

成績評価方法

・企業担当者による勤務・業務管理を実習手帳上で行う

定期試験

筆記試験

・レポート提出 実技試験

実施しない



前期 単位 後期 単位

通年 単位

前期 1 単位 後期 単位

通年 単位

○

Ｒ評価

D評価

求人情報の紹介

面接対策

ISを依頼する際の電話の掛け方・ロールプレイング

お礼状・送付状の作り方

IS事前準備①

成績評価基準
R評価の基準を満たしていない場合

9

1

2

3

4

5

6

7

8

14

成績評価方法

出席率80％以上・提出物・平常点 優れている

10

11 IS事前準備②（注意点）

夏休み中の就活の取り組み方

IS心構えとフィールドワーク・レポート提出13

・平常点（提出物・授業参加意欲など）

12

・出席率 筆記試験

・期末レポート提出 実技試験

課題レポート作成・提出

定期試験

実施しない

教科書・教

材・服装等

授業計画

無し

授業内容

就職室の紹介/就職活動に向けて（内定スケジュール）

採用試験の流れ・夏季ISについて

メールの送り方・履歴書の復習(自己PR・志望動機)

企業説明会①

企業説明会②

動植物業界で求められる人材の育成。企業インターンシップや就職活動での必

要な知識を身につけ内定へと繋げる。 授業形式 講義

自己分析と企業研究を行い、全員が内定を頂ける様にしていく事を目標とする。

授業概要

到達目標

実施期

科目名 就職ガイド２

担当講師
小園 達郎

実務経験 無

必修・選択必修の別 必修

1年

授業単位合計 1 単位

2年

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ホースプロコース



前期 単位 後期 単位

通年 単位

前期 単位 後期 単位

通年 1 単位

○

Ｒ評価

D評価

科目名 コミュニケーション 必修・選択必修の別 必修

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 ホースプロコース

実施期

1年

授業単位合計 1 単位

2年

担当講師

小園 達郎

実務経験 無

授業概要
社会人として必要な知識やコミュニケーション能力を学校生活を通じて会得し

ていく。 授業形式 講義

到達目標 社会人としてのビジネスマナーやコミュニケーション能力を身に付ける。

教科書・教

材・服装等
無し

授業計画 授業内容

1 ２年次の学校生活について①

2~3 学校行事についてのディスカッション①

4~5 学校行事についてのディスカッション②

6~7 学校行事についてのディスカッション③

8~9 学校行事についてのディスカッション④

10~11 学校行事についてのディスカッション⑤

12~13 学校行事についてのディスカッション⑥

14~15 学校行事についてのディスカッション⑦

16~17 学校行事についてのディスカッション⑧

18~19 学校行事についてのディスカッション⑨

20~21 学校行事についてのディスカッション⑩

22~23 学校行事についてのディスカッション⑪

24~25 学校行事についてのディスカッション⑫

成績評価基準
出席率80％以上・提出物・平常点 優れている

R評価の基準を満たしていない場合

26 学校行事についてのディスカッション⑬

27~29 学校行事についてのディスカッション⑭

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

・平常点（提出物・授業参加意欲など） 実技試験

実施しない


